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１　東部市民センター個別施設計画策定の目的 

　　本計画は、「尾張旭市公共施設等総合管理計画」に基づき、施設類型ごとの方向性を示

すため、東部市民センターの状況やあり方、今後の修繕計画などを示すために策定する。 

 

２　対象施設 

本個別施設計画の対象施設は以下の施設とする。 

〇　東部市民センター 

 

３  計画期間 

令和２年度（２０２０年度）から令和３８年度（２０５６年度）まで 

 

４　施設の状態等 

　　施設の現状を把握するため、劣化状況調査を実施し、施設の状態等を総合評価表、建物

評価表、維持管理費一覧で示す。 

 

　⑴　総合評価表 

 

⑵　建物評価表及び維持管理費一覧 

　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※　過去５年間の工事請負費を除く。対象施設全体の費用を面積で按分して算出。 

 

施設名

建物評価
維持管理費※ 

（1 ㎡あたりの維持

管理費平均）

 
試算上の

区分

構造躯体 

（資産老朽化比率）

構造躯体以外 

（劣化状況調査結

果による健全度）
 

 東部市民 

センター
長寿命化 72% 65

42,593,531 円 

（17,338 円）  

R2 37,960,265 円

施設番号 施設名 建築年度 構造種別 耐用年数 延床面積 R3 47,134,858 円

平成2年 R4 49,904,443 円

1990年 R5 40,333,190 円

R6 37,634,898 円

耐震基準 耐震診断 耐震補強
著しい腐食
や劣化

５年間平均 42,593,531 円

新耐震基準 － － なし

延床面積 2,456.65 ㎡

屋根・屋上 外壁 内部仕上 電気設備 機械設備 健全度

B C B B B 65

建物評価表 維持管理費一覧

建物基本情報

構造躯体の健全性

資産老朽化比率

72%

構造躯体以外の健全性

H101
東部市民
センター

SRC造 47 2456.65㎡

１㎡あたり
の維持管理
費平均

17,338 円



  

５　対策の優先順位の考え方 

　　女子労働者及び勤労者家庭の主婦等の教養の向上、職業生活と家庭生活の調和の促進及

び福祉の増進を図ることを目的として、平成２年に「尾張旭市働く婦人の家」の名称で設

置され、平成 22 年 4 月には現在の「尾張旭市東部市民センター」に名称を変更し、同時

に指定管理者制度を導入して管理運営している。 

大規模施設となるため、老朽化への対策費用は多額となることが想定されるが、複合的

な施設として多様な目的に利用され、地域コミュニティの活動を支える役割を担うととも

に、市の主要施設としても大きな役割を担っていることから、計画的な保全により経費を

削減しつつ、施設の長寿命化を目指すものとする。 

 

６　修繕計画 

　　計画的に施設の改修や長寿命化工事を実施するにあたり、「建築物の耐久計画に関する

考え方」（日本建築学会）などを参考にし、本個別施設計画では目標耐用年数を 80 年と

設定する。 

目標耐用年数を目安として、計画的な改修等の実施について、保全マネジメントシステ

ムを活用した修繕計画は別表のとおりとする。 

 

７　対策費用 

　　目標耐用年数を 80 年と設定した修繕計画によって得られた対策費用額と、耐用年数を

60 年と仮定し「公共施設等更新費用試算ソフト」の試算方法に準じて試算した費用額（以

下「標準耐用年数で更新した場合の費用額」という。）を比較し、長寿命化による効果額を

算出する。 

　　なお、標準耐用年数で更新した場合の費用額の試算では、公共建築物の耐用年数を 60

年に設定し、建築後 60 年を経過すると建替えるものとする。また、大規模改修は、建築

後 30 年で実施するものとする。用いる公共建築物の更新単価は、近年の建設物価の急激

な上昇等を踏まえ、国土交通省による「建設工事費デフレーター」より算出した建設工事

費の物価上昇率を加味し設定した単価とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

　⑴　修繕計画によって得られた計画期間の対策費用額　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵　標準耐用年数で更新した場合の費用額（耐用年数 60 年） 

　集会施設の更新単価（大規模改修：31 万円/㎡、建替え：50 万円/㎡） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 東部市民センター 1,029,337 千円

 東部市民センター

 30 年経過時の大規模改修（2020 年） 31 万×2,456.7 ㎡＝　761,562 千円

 60 年経過時の建替え（2050 年） 50 万×2,456.7 ㎡＝1,228,325 千円

 更新費用合計 1,989,887 千円

0.0 億円

1.0 億円

2.0 億円

3.0 億円

4.0 億円

5.0 億円

6.0 億円

H29(2017)
H30(2018)
H31(2019)
R2(2020)
R3(2021)
R4(2022)
R5(2023)
R6(2024)
R7(2025)
R8(2026)
R9(2027)
R10(2028)
R11(2029)
R12(2030)
R13(2031)
R14(2032)
R15(2033)
R16(2034)
R17(2035)
R18(2036)
R19(2037)
R20(2038)
R21(2039)
R22(2040)
R23(2041)
R24(2042)
R25(2043)
R26(2044)
R27(2045)
R28(2046)
R29(2047)
R30(2048)
R31(2049)
R32(2050)
R33(2051)
R34(2052)
R35(2053)
R36(2054)
R37(2055)
R38(2056)

東部市民センター　個別施設計画における更新費用額

建替え 改修

1年当たり
　

40年間総額
　　10.3 億円

0.3 億円

0.0 億円

0.5 億円

1.0 億円

1.5 億円

2.0 億円

2.5 億円

3.0 億円

3.5 億円

4.0 億円

4.5 億円

H29(2017)
H30(2018)
H31(2019)
R2(2020)
R3(2021)
R4(2022)
R5(2023)
R6(2024)
R7(2025)
R8(2026)
R9(2027)
R10(2028)
R11(2029)
R12(2030)
R13(2031)
R14(2032)
R15(2033)
R16(2034)
R17(2035)
R18(2036)
R19(2037)
R20(2038)
R21(2039)
R22(2040)
R23(2041)
R24(2042)
R25(2043)
R26(2044)
R27(2045)
R28(2046)
R29(2047)
R30(2048)
R31(2049)
R32(2050)
R33(2051)
R34(2052)
R35(2053)
R36(2054)
R37(2055)
R38(2056)

東部市民センター　標準耐用年数で更新した場合の費用額

建替え 大規模改修 大規模改修積み残し

1年当たり
　

40年間総額
　　19.9 億円

0.5 億円



  

⑶　長寿命化による効果額（標準耐用年数で更新した場合の費用額との比較） 

※１　修繕計画によって得られた個別施設計画の対策費用額 

※２　標準耐用年数で更新した場合の費用 

 
施設名

更新費用

施設名  修繕計画 

（※１）

標準耐用年数 

（※２）

 
東部市民センター 1,029,337 千円 1,989,887 千円 -960,550 千円



  

 

 

 

 

 

 

 

スカイワードあさひ 

個別施設計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

令和 8 年 3 月改訂 

    尾張旭市  



  

１　スカイワードあさひ個別施設計画策定の目的 

　　本計画は、「尾張旭市公共施設等総合管理計画」に基づき、施設類型ごとの方向性を示 

すため、スカイワードあさひの状況やあり方、今後の修繕計画などを示すために策定する。 

 

２　対象施設 

　　本個別施設計画の対象施設は以下の施設とする。 

 

３  計画期間 

令和２年度（２０２０年度）から令和３８年度（２０５６年度）まで 

 

４　施設の状態等 

　　施設の現状を把握するため、劣化状況調査を実施し、施設の状態等を総合評価表、建物

評価表、維持管理費一覧で示す。 

 

　⑴　総合評価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
スカイワードあさひ

展望棟

 ギャラリー棟

 イベントステージ・収蔵庫

 

施設名

建物評価
維持管理費※ 

（1 ㎡あたりの維持

管理費平均）

 
試算上 

の区分
構造躯体 

(資産老朽化比率)

構造躯体以外 

(劣化状況調査結

果による健全度)  
 

スカイワードあさひ 

展望棟
長寿命化 96% 84

7,165,942 円 

（10,350 円）

  
スカイワードあさひ 

ギャラリー棟
長寿命化 96％ 84

32,243,375 円 

（10,350 円）

 スカイワードあさひ 

イベントステージ・

収蔵庫

長寿命化 68％ 65
7,663,800 円 

（10,350 円）



  

⑵　建物評価表及び維持管理費一覧 

ア　スカイワードあさひ　展望棟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　 

 

 

イ　スカイワードあさひ　ギャラリー棟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R2 6,669,170 円

施設番号 施設名 建築年度 構造種別 耐用年数 延床面積 R3 6,933,279 円

平成4年 R4 6,905,318 円

1992年 R5 7,398,014 円

R6 7,923,929 円

耐震基準 耐震診断 耐震補強
著しい腐食
や劣化

５年間平均 7,165,942 円

新耐震基準 ー ー なし

延床面積 692.33 ㎡

屋根・屋上 外壁 内部仕上 電気設備 機械設備 健全度

A A B B B 84

建物評価表 維持管理費一覧

建物基本情報

構造躯体の健全性

資産老朽化比率

96%

構造躯体以外の健全性

H104 展望棟 S造 34年 692.33㎡

１㎡あたり
の維持管理
費平均

10,350 円

R1 30,008,137 円

施設番号 施設名 建築年度 構造種別 耐用年数 延床面積 R2 31,196,500 円

平成4年 R3 31,070,688 円

1992年 R4 33,287,591 円

R5 35,653,960 円

耐震基準 耐震診断 耐震補強
著しい腐食
や劣化

５年間平均 32,243,375 円

新耐震基準 ー ー なし

延床面積 3,115.16 ㎡

屋根・屋上 外壁 内部仕上 電気設備 機械設備 健全度

A A B B B 84

建物評価表 維持管理費一覧

建物基本情報

構造躯体の健全性

資産老朽化比率

96%

構造躯体以外の健全性

H104
ギャラリー

棟
SRC造 34年 3115.16㎡

１㎡あたり
の維持管理
費平均

10,350 円



  

　　ウ　スカイワードあさひ　イベントステージ・収蔵庫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※　過去５年間の工事請負費を除く。対象施設全体の費用を面積で按分して算出。 

 

５　対策の優先順位の考え方 

　　市民の福祉の増進及び文化の向上を図るため、城山公園の一画に「文化コミュニティの

丘」整備事業として平成４年に設置され、旭城と一体で平成２１年から指定管理者制度を

導入して管理運営している。 

会議室等の貸し部屋や、市運営の天体観測室・歴史民俗フロア・古民具収集作業室など

を含む複合的な施設であり、当該施設及びその周辺は、まつりやフェスティバルなどの主

要イベントの会場として利用されている。 

大規模施設となるため、老朽化への対策費用は多額となることが想定されるが、複合的

な施設として多様な目的に利用され、地域コミュニティの活動を支える役割を担うととも

に、市の主要施設としても大きな役割を担っていることから、計画的な保全により経費を

削減しつつ、施設の長寿命化を目指すものとする。その中で、複合的な施設のため、利用

目的による老朽化対策の優先順位は決められないものの、建物評価で構造躯体の老朽化が

示された展望棟及びギャラリー棟の長寿命化を優先して図るものとする。 

 

６　修繕計画 

　　計画的に施設の改修や長寿命化工事を実施するにあたり、「建築物の耐久計画に関する

考え方」（日本建築学会）などを参考にし、本個別施設計画では目標耐用年数を 80 年と

設定する。 

目標耐用年数を目安として、計画的な改修等の実施について、保全マネジメントシステ

ムを活用した修繕計画は別表のとおりとする。　 

 

７　対策費用 

　　目標耐用年数を 80 年と設定した修繕計画によって得られた対策費用額と、耐用年数を

60 年と仮定し「公共施設等更新費用試算ソフト」の試算方法に準じて試算した費用額（以

下「標準耐用年数で更新した場合の費用額」という。）を比較し、長寿命化による効果額を

算出する。 

　　なお、標準耐用年数で更新した場合の費用額の試算では、公共建築物の耐用年数を 60

R1 7,132,515 円

施設番号 施設名 建築年度 構造種別 耐用年数 延床面積 R2 7,414,972 円

平成4年 R3 7,385,068 円

1992年 R4 7,911,995 円

R5 8,474,448 円

耐震基準 耐震診断 耐震補強
著しい腐食
や劣化

５年間平均 7,663,800 円

新耐震基準 ー ー なし

延床面積 740.43 ㎡

屋根・屋上 外壁 内部仕上 電気設備 機械設備 健全度

B C B B B 65

建物評価表 維持管理費一覧

建物基本情報

構造躯体の健全性

資産老朽化比率

68%

構造躯体以外の健全性

H104
イベントス
テージ・収

蔵庫
RC造 47年 740.43㎡

１㎡あたり
の維持管理
費平均

10,350 円



  

年に設定し、建築後 60 年を経過すると建替えるものとする。また、大規模改修は、建築

後 30 年で実施するものとする。用いる公共建築物の更新単価は、近年の建設物価の急激

な上昇等を踏まえ、国土交通省による「建設工事費デフレーター」より算出した建設工事

費の物価上昇率を加味し設定した単価とする。 

 

　⑴　修繕計画によって得られた計画期間の対策費用額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
スカイワードあさひ

展望棟 589,756 千円

 ギャラリー棟 1,440,298 千円

 イベントステージ・収蔵庫 191,604 千円

 合計 2,221,658 千円

0.0 億円

1.0 億円

2.0 億円

3.0 億円

4.0 億円

5.0 億円

6.0 億円

7.0 億円

8.0 億円

9.0 億円

H29(2017)
H30(2018)
H31(2019)
R2(2020)
R3(2021)
R4(2022)
R5(2023)
R6(2024)
R7(2025)
R8(2026)
R9(2027)
R10(2028)
R11(2029)
R12(2030)
R13(2031)
R14(2032)
R15(2033)
R16(2034)
R17(2035)
R18(2036)
R19(2037)
R20(2038)
R21(2039)
R22(2040)
R23(2041)
R24(2042)
R25(2043)
R26(2044)
R27(2045)
R28(2046)
R29(2047)
R30(2048)
R31(2049)
R32(2050)
R33(2051)
R34(2052)
R35(2053)
R36(2054)
R37(2055)
R38(2056)

スカイワードあさひ　個別施設計画における更新費用額

建替え 改修

1年当たり
　

40年間総額
　　22.2 億円

0.6 億円



  

⑵　標準耐用年数で更新した場合の費用額（耐用年数 60 年） 

集会施設の更新単価（大規模改修：31 万円/㎡、建替え：50 万円/㎡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大規模改修時期

スカイワードあさひ

　展望棟 310,000 × 692.33 ㎡＝ 214,623 千円

　ギャラリー棟 310,000 × 3115.16 ㎡＝ 965,700 千円

　イベントステージ・収蔵庫 310,000 × 740.43 ㎡＝ 229,534 千円

千円

建替え時期

スカイワードあさひ

　展望棟 500,000 × 692.3 ㎡＝ 346,165 千円

　ギャラリー棟 500,000 × 3115.16 ㎡＝ 1,557,580 千円

　イベントステージ・収蔵庫 500,000 × 740.43 ㎡＝ 370,215 千円

千円

千円

大規模改修

施設 費用

合計 1,409,857

建替え

施設 費用

合計 2,273,960

更新費用合計 3,683,817

30年経過時
（2022年）

60年経過時
（2052年）

0.0 億円

1.0 億円

2.0 億円

3.0 億円

4.0 億円

5.0 億円

6.0 億円

7.0 億円

8.0 億円

H29(2017)
H30(2018)
H31(2019)
R2(2020)
R3(2021)
R4(2022)
R5(2023)
R6(2024)
R7(2025)
R8(2026)
R9(2027)
R10(2028)
R11(2029)
R12(2030)
R13(2031)
R14(2032)
R15(2033)
R16(2034)
R17(2035)
R18(2036)
R19(2037)
R20(2038)
R21(2039)
R22(2040)
R23(2041)
R24(2042)
R25(2043)
R26(2044)
R27(2045)
R28(2046)
R29(2047)
R30(2048)
R31(2049)
R32(2050)
R33(2051)
R34(2052)
R35(2053)
R36(2054)
R37(2055)
R38(2056)

スカイワードあさひ　標準耐用年数で更新した場合の費用額

建替え 大規模改修 大規模改修積み残し

1年当たり
　

40年間総額
　　36.8 億円

0.9 億円



  

⑶　長寿命化による効果額（標準耐用年数で更新した場合の費用額との比較） 

※１　修繕計画によって得られた個別施設計画の対策費用額 

※２　標準耐用年数で更新した場合の費用

 
施設名

更新費用
効果額  修繕計画 

（※１）
標準耐用年数 

（※２）

 
スカイワードあさひ 2,221,658 千円 3,683,817 千円 -1,462,159 千円



  

 

 

 

 

 

 

 

渋川福祉センター 

個別施設計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 2 月 

令和 8 年 3 月改訂 

尾張旭市 

 

 

 

 



  

１　渋川福祉センター個別施設計画策定の目的 

　　本計画は、「尾張旭市公共施設等総合管理計画」に基づき、施設類型ごとの方向性を示

すため、渋川福祉センターの状況やあり方、今後の修繕計画などを示すために策定する。 

 

２　対象施設 

　　本個別施設計画の対象施設は以下の施設とする。 

 

３  計画期間 

令和２年度（２０２０年度）から令和３８年度（２０５６年度）まで 

 

４　施設の状態等 

　　施設の現状を把握するため、劣化状況調査を実施し、施設の状態等を総合評価表、建物

評価表、維持管理費一覧で示す。 

 

　⑴　総合評価表 

　 

⑵　建物評価表及び維持管理費一覧 

　　ア　渋川福祉センター　本館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
渋川福祉センター

本館

 駐輪場

 

施設名

建物評価
維持管理費※ 

（1 ㎡あたりの維持

管理費平均）

 
試算上 

の区分
構造躯体 

(資産老朽化比率)

構造躯体以外 

(劣化状況調査結

果による健全度)
 

 
渋川福祉センター 

本館
長寿命化 57% 71

41,677,517 円 

（12,336 円）  

 
渋川福祉センター 

駐輪場
長寿命化 57% 75

351,483 円 

（12,553）

R2 1 円

施設番号 施設名 建築年度 構造種別 耐用年数 延床面積 R3 39,896,375 円

平成8年 R4 45,108,547 円

1996年 R5 42,479,442 円

R6 42,889,690 円

耐震基準 耐震診断 耐震補強
著しい腐食
や劣化

５年間平均 41,677,517 円

新耐震基準 － － なし

延床面積 3,378.51 ㎡

屋根・屋上 外壁 内部仕上 電気設備 機械設備 健全度

B B B B C 71

建物評価表 維持管理費一覧

建物基本情報

構造躯体の健全性

資産老朽化比率

57%

構造躯体以外の健全性

H102
渋川福祉
センター
本館

SRC造 47 3,350.51㎡

１㎡あたり
の維持管理
費平均

12,336 円



  

　　イ　渋川福祉センター　駐輪場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※　過去５年間の工事請負費を除く。対象施設全体の費用を面積で按分して算出。 

 

５　対策の優先順位の考え方 

勤労者の福祉の増進及び市民文化の向上を図ることを目的として、印場特定土地区画整

理事業期間中であった平成 9 年 9 月に「勤労福祉会館」の名称で設置され、平成２２年

度からは指定管理者制度を導入して管理運営している。その後、社会情勢の変化に伴い多

くの市民が利用する施設となっていたことから、令和 3 年に、市民の福祉の増進及び文化

の向上を図る施設として、設置当初から親しまれてきた「尾張旭市渋川福祉センター」に

名称を変更している。 

大規模施設となるため、老朽化への対策費用は多額となることが想定されるが、複合的

な施設として多様な目的に利用され、地域コミュニティの活動を支える役割を担うととも

に、市の主要施設としても大きな役割を担っていることから、計画的な保全により経費を

削減しつつ、施設の長寿命化を目指すものとする。 

 

６　修繕計画 

　　計画的に施設の改修や長寿命化工事を実施するにあたり、「建築物の耐久計画に関する

考え方」（日本建築学会）などを参考にし、本個別施設計画では目標耐用年数を 80 年と

設定する。 

目標耐用年数を目安として、計画的な改修等の実施について、保全マネジメントシステ

ムを活用した修繕計画は別表のとおりとする。 

 

７　対策費用 

　　目標耐用年数を 80 年と設定した修繕計画によって得られた対策費用額と、耐用年数を

60 年と仮定し「公共施設等更新費用試算ソフト」の試算方法に準じて試算した費用額（以

下「標準耐用年数で更新した場合の費用額」という。）を比較し、長寿命化による効果額を

算出する。 

　　なお、標準耐用年数で更新した場合の費用額の試算では、公共建築物の耐用年数を 60

年に設定し、建築後 60 年を経過すると建替えるものとする。また、大規模改修は、建築

後 30 年で実施するものとする。用いる公共建築物の更新単価は、近年の建設物価の急激

R2 330,648 円

施設番号 施設名 建築年度 構造種別 耐用年数 延床面積 R3 373,845 円

平成8年 R4 352,056 円

1996年 R5 355,456 円

R6 345,410 円

耐震基準 耐震診断 耐震補強
著しい腐食
や劣化

５年間平均 351,483 円

新耐震基準 － － なし

延床面積 28.00 ㎡

屋根・屋上 外壁 内部仕上 電気設備 機械設備 健全度

B B B B B 75

建物評価表 維持管理費一覧

建物基本情報

構造躯体の健全性

資産老朽化比率

57%

構造躯体以外の健全性

H102
渋川福祉
センター
駐輪場

RC造 47 28.00㎡

１㎡あたり
の維持管理
費平均

12,553 円



  

な上昇等を踏まえ、国土交通省による「建設工事費デフレーター」より算出した建設工事

費の物価上昇率を加味し設定した単価とする。 

 

　⑴　修繕計画によって得られた計画期間の対策費用額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
渋川福祉センター

本館 1,286,569 千円

 駐輪場 10,768 千円

 合計 1,297,337 千円

0.0 億円

1.0 億円

2.0 億円

3.0 億円

4.0 億円

5.0 億円

6.0 億円

7.0 億円

H29(2017)
H30(2018)
H31(2019)
R2(2020)
R3(2021)
R4(2022)
R5(2023)
R6(2024)
R7(2025)
R8(2026)
R9(2027)
R10(2028)
R11(2029)
R12(2030)
R13(2031)
R14(2032)
R15(2033)
R16(2034)
R17(2035)
R18(2036)
R19(2037)
R20(2038)
R21(2039)
R22(2040)
R23(2041)
R24(2042)
R25(2043)
R26(2044)
R27(2045)
R28(2046)
R29(2047)
R30(2048)
R31(2049)
R32(2050)
R33(2051)
R34(2052)
R35(2053)
R36(2054)
R37(2055)
R38(2056)

渋川福祉センター　個別施設計画における更新費用額

建替え 改修

1年当たり
　

40年間総額
　　13.0 億円

0.3 億円



  

⑵　標準耐用年数で更新した場合の費用額（耐用年数 60 年） 

集会施設の更新単価（大規模改修：31 万円/㎡、建替え：50 万円/㎡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※　建替期間は 2056 年～2058 年のため、計画期間内の 2056 年の 1 か年分を計上

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大規模改修時期

渋川福祉センター

　本館 310,000 × 3350.51 ㎡＝ 1,038,659 千円

　駐輪場 310,000 × 28.00 ㎡＝ 8,680 千円

千円

建替え時期

渋川福祉センター

　本館 500,000 × 3350.51 ㎡ ÷ 3年＝ 558,418 千円

　駐輪場 500,000 × 28.00 ㎡ ÷ 3年＝ 4,667 千円

千円

大規模改修

施設 費用

合計 1,047,339

建替え

施設 費用

合計 563,085

30年経過時
（2026年）

60年経過時
（2056年）

千円更新費用合計 1,610,424

0.0 億円

1.0 億円

2.0 億円

3.0 億円

4.0 億円

5.0 億円

6.0 億円

H29(2017)
H30(2018)
H31(2019)
R2(2020)
R3(2021)
R4(2022)
R5(2023)
R6(2024)
R7(2025)
R8(2026)
R9(2027)
R10(2028)
R11(2029)
R12(2030)
R13(2031)
R14(2032)
R15(2033)
R16(2034)
R17(2035)
R18(2036)
R19(2037)
R20(2038)
R21(2039)
R22(2040)
R23(2041)
R24(2042)
R25(2043)
R26(2044)
R27(2045)
R28(2046)
R29(2047)
R30(2048)
R31(2049)
R32(2050)
R33(2051)
R34(2052)
R35(2053)
R36(2054)
R37(2055)
R38(2056)

渋川福祉センター　標準耐用年数で更新した場合の費用額

建替え 大規模改修 大規模改修積み残し

1年当たり
　

40年間総額
　　16.1 億円

0.4 億円



  

⑶　長寿命化による効果額（標準耐用年数で更新した場合の費用額との比較） 

※１　修繕計画によって得られた個別施設計画の対策費用額 

※２　標準耐用年数で更新した場合の費用 

 
施設名

更新費用

効果額  修繕計画 

（※１）

標準耐用年数 

（※２）

 
新池交流館 1,297,337 千円 1,610,424 千円 -313,087 千円



 

 

 

 

 

 

新池交流館・ふらっと 

個別施設計画 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和 3 年 3 月 

令和 8 年 3 月改訂 

 

尾張旭市 
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１　新池交流館・ふらっと個別施設計画策定の目的 

　　本計画は、「尾張旭市公共施設等総合管理計画」に基づき、施設類型ごとの方向性を示

すため、新池交流館・ふらっとの状況やあり方、今後の修繕計画などを具体的に示すた

めに策定する。 
 
２　対象施設 

　　新池交流館・ふらっと 

 

３　計画期間 

　　令和２年度（２０２０年度）から令和３８年度（２０５６年度）まで 

 

４　施設の状態等 

　　施設の現状を把握するため、劣化状況調査を実施し、施設の状態等を総合評価表、建物

評価表、維持管理費一覧で示す。 

⑴　総合評価表 

 

⑵　建物評価表及び維持管理費一覧 

　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※　過去５年間の工事請負費を除く。 

 

 

 

施設名

建物評価
維持管理費※ 

（1 ㎡あたりの維持

管理費平均）

 
試算上 

の区分
構造躯体 

(資産老朽化比率)

構造躯体以外 

(劣化状況調査結果

による健全度)
 

 
新池交流館 

・ふらっと
長寿命化 ３５% 97

32,488,241 円 

（13,010 円）

R2 28,257,549 円

施設番号 施設名 建築年度 構造種別 耐用年数 延床面積 R3 31,476,148 円

平成20年 R4 38,400,315 円

2008年 R5 32,650,080 円

R6 31,657,115 円

耐震基準 耐震診断 耐震補強
著しい腐食
や劣化

５年間平均 32,488,241 円

新耐震基準 合格 － なし

延床面積 2,497.27 ㎡

屋根・屋上 外壁 内部仕上 電気設備 機械設備 健全度

A A A A B 97

建物評価表 維持管理費一覧

建物基本情報

構造躯体の健全性

資産老朽化比率

35%

構造躯体以外の健全性

H103
新池交流
館・ふらっ

と

SRC造
（一部S
造）

47年 2497.27㎡

１㎡あたり
の維持管理
費平均

13,010 円



- 3 - 

５　対策の優先順位の考え方 

新池交流館・ふらっとは、水と緑に恵まれた環境の中で、市民への自然体験学習の機会

の提供並びに市民の積極的な健康増進及び多世代間の交流を促進することを目的に設置

され、防音室や屋外バスケットコートなど、特徴ある設備を備えた施設であり、設置時（平

成 20 年）から指定管理者制度を導入して管理運営している。 

大規模施設となるため、老朽化への対策費用は多額となることが想定されるが、複合的

な施設として多様な目的に利用され、地域コミュニティの活動を支える役割を担うととも

に、市の主要施設としても大きな役割を担っていることから、計画的な保全により経費を

削減しつつ、施設の長寿命化を目指すものとする。 

 

６　修繕計画 

　　計画的に施設の改修や長寿命化工事を実施するにあたり、「建築物の耐久計画に関する

考え方」（日本建築学会）などを参考にし、本個別施設計画では目標耐用年数を 80 年と

設定する。 

目標耐用年数を目安として、計画的な改修等の実施について、保全マネジメントシステ

ムを活用した修繕計画は別表のとおりとする。 

 

７　対策費用 

　　目標耐用年数を 80 年と設定した修繕計画によって得られた対策費用額と、耐用年数を

60 年と仮定し「公共施設等更新費用試算ソフト」の試算方法に準じて試算した費用額（以

下「標準耐用年数で更新した場合の費用額」という。）を比較し、長寿命化による効果額を

算出する。 

　　なお、標準耐用年数で更新した場合の費用額の試算では、公共建築物の耐用年数を 60

年に設定し、建築後 60 年を経過すると建替えるものとする。また、大規模改修は、建築

後 30 年で実施するものとする。用いる公共建築物の更新単価は、近年の建設物価の急激

な上昇等を踏まえ、国土交通省による「建設工事費デフレーター」より算出した建設工事

費の物価上昇率を加味し設定した単価とする。 

 

⑴　修繕計画によって得られた計画期間の対策費用額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新池交流館・ふらっと 1,069,340 千円

0.0 億円

1.0 億円

2.0 億円

3.0 億円

4.0 億円

5.0 億円

6.0 億円

7.0 億円

8.0 億円

H29(2017)
H30(2018)
H31(2019)
R2(2020)
R3(2021)
R4(2022)
R5(2023)
R6(2024)
R7(2025)
R8(2026)
R9(2027)
R10(2028)
R11(2029)
R12(2030)
R13(2031)
R14(2032)
R15(2033)
R16(2034)
R17(2035)
R18(2036)
R19(2037)
R20(2038)
R21(2039)
R22(2040)
R23(2041)
R24(2042)
R25(2043)
R26(2044)
R27(2045)
R28(2046)
R29(2047)
R30(2048)
R31(2049)
R32(2050)
R33(2051)
R34(2052)
R35(2053)
R36(2054)
R37(2055)
R38(2056)

新池交流館　個別施設計画における更新費用額

建替え 改修

1年当たり
　

40年間総額
　　10.7 億円

0.3 億円
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⑵　標準耐用年数で更新した場合の費用額（耐用年数 60 年） 

集会施設の更新単価（大規模改修：３１万円/㎡、建替え：５0 万円/㎡） 

　　※　当該個別施設計画の期間外のため費用額に含まない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶　長寿命化による効果額（標準耐用年数で更新した場合の費用額との比較） 

※１　修繕計画によって得られた個別施設計画の対策費用額 

※２　標準耐用年数で更新した場合の費用 

 新池交流館・ふらっと

 30 年経過時の大規模改修（2038 年） 31 万×2497.27 ㎡＝774,154 千円

 60 年経過時の建替え（2068 年）※ －

 合　計 774,154 千円

 
施設名

更新費用

効果額  修繕計画 

（※１）
標準耐用年数 

（※２）

 
新池交流館・ふらっと 1,069,340 千円 774,154 千円 295,186 千円

0.0 億円

0.5 億円

1.0 億円

1.5 億円

2.0 億円

2.5 億円

3.0 億円

3.5 億円

4.0 億円

4.5 億円
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R16(2034)
R17(2035)
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R21(2039)
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R24(2042)
R25(2043)
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R31(2049)
R32(2050)
R33(2051)
R34(2052)
R35(2053)
R36(2054)
R37(2055)
R38(2056)

新池交流館　標準耐用年数で更新した場合の費用額

建替え 大規模改修 大規模改修積み残し

1年当たり
　

40年間総額
　　7.7 億円

0.2 億円



ID 施設番号 棟番号 KEY 施設名称 建物名称 建築年度西暦 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062 2063 2064 2065 2066 2067 2068 2069 2070 2071 2072 2073 2074 2075 2076 2077 2078 2079 2080 2081 2082 2083 2084 計（千円） 
224 H104 1 H104-1 スカイワードあさひ 展望棟 1991 20,387 135 147 37,050 156,525 65,878 8,166 692 2,560 13,632 5,605 24,310 145,735 16,193 251,888 2,560 751,465

経費（60％） 12,232 81 88 22,230 93,915 39,527 4,899 415 1,536 8,179 3,363 14,586 87,441 9,716 151,133 1,536 450,879

消費税（10％） 3,262 22 24 5,928 25,044 10,541 1,306 111 410 2,181 897 3,890 23,318 2,591 40,302 410 120,234

合計 35,881 238 259 65,208 275,485 115,946 14,371 1,218 4,506 23,993 9,865 42,786 256,494 28,499 443,323 4,506 1,322,578
589,756 千円

225 H104 2 H104-2 スカイワードあさひ ギャラリー棟 1991 92,876 4,150 2,068 672 27,950 202,477 303,003 25,232 8,255 80,418 8,255 13,455 25,232 24,310 101,636 10,486 1,133,860 8,255 2,072,588
経費（60％） 55,726 2,490 1,241 403 16,770 121,486 181,802 15,139 4,953 48,251 4,953 8,073 15,139 14,586 60,982 6,292 680,316 4,953 1,243,553

消費税（10％） 14,860 664 331 108 4,472 32,396 48,481 4,037 1,321 12,867 1,321 2,153 4,037 3,890 16,262 1,678 181,418 1,321 331,614
合計 163,462 7,304 3,640 1,183 49,192 356,359 533,286 44,407 14,528 141,535 14,528 23,681 44,407 42,786 178,879 18,455 1,995,594 14,528 3,647,754

1,440,298 千円
226 H104 3 H104-3 スカイワードあさひ イベントステージ収蔵庫 1991 1,031 8,292 77,782 6,068 1,334 8,292 6,068 1,334 269,360 1,334 380,893

経費（60％） 619 4,975 46,669 3,641 800 4,975 3,641 800 161,616 800 228,536

消費税（10％） 165 1,327 12,445 971 213 1,327 971 213 43,098 213 60,943

合計 1,815 14,593 136,897 10,680 2,347 14,593 10,680 2,347 474,074 2,347 670,371
191,604 千円

220 H101 1 H101-1 東部市民センター 東部市民センター 1989 4,473 1,622 154,074 292,251 19,902 6,989 76,560 2,089 6,989 19,902 55,608 6,989 894,348 6,989 1,548,785
経費（60％） 2,684 973 92,444 175,351 11,941 4,194 45,936 1,253 4,194 11,941 33,365 4,193 536,609 4,194 929,271

消費税（10％） 716 260 24,652 46,760 3,184 1,118 12,250 334 1,118 3,184 8,897 1,118 143,096 1,118 247,806

合計 7,872 2,855 271,170 514,362 35,027 12,301 134,745 3,677 12,301 35,027 97,869 12,301 1,574,052 12,301 2,725,861
1,029,337 千円

221 H102 1 H102-1 渋川福祉センター 渋川福祉センター 1997 10,947 8,631 13,751 1,282 10,100 32,366 7,694 156,351 375,972 8,688 113,601 8,688 55,608 8,688 113,936 1,219,764 2,146,066
経費（60％） 6,568 5,179 8,251 769 6,060 19,420 4,616 93,811 225,583 5,213 68,161 5,213 33,365 5,213 68,362 731,858 1,287,640

消費税（10％） 1,752 1,381 2,200 205 1,616 5,179 1,231 25,016 60,156 1,390 18,176 1,390 8,897 1,390 18,230 195,162 343,371
合計 19,267 15,191 24,202 2,256 17,776 56,964 13,541 275,178 661,711 15,290 199,938 15,290 97,869 15,290 200,528 2,146,785 3,777,077

1,297,338 千円
223 H103 1 H103-1 新池交流館・ふらっと 新池交流館 2007 825 12,082 85,135 7,071 55,608 7,071 432,718 7,071 7,071 143,311 7,071 765,032

経費（60％） 495 7,249 51,081 4,242 33,365 4,242 259,631 4,242 4,242 85,987 4,242 459,019

消費税（10％） 132 1,933 13,622 1,131 8,897 1,131 69,235 1,131 1,131 22,930 1,131 122,405

合計 1,452 21,264 149,837 12,444 97,869 12,444 761,584 12,444 12,444 252,227 12,444 1,346,456
1,069,340 千円

合計 19,267 15,191 231,417 11,012 24,508 81,484 127,941 1,342,622 514,362 12,444 786,128 58,779 45,707 761,927 42,120 1,218 12,444 4,506 1,276,388 3,677 42,120 23,681 54,273 58,151 85,571 633,459 12,301 46,955 15,290 212,972 252,227 1,574,052 2,912,990 12,444 2,146,785 14,648 19,035 13,490,097
5,617,672 千円 13,490,097

建替え 1,574,052 2,912,990 2,146,785 6,633,827

改修 60,083 17,776 78,228 1,342,622 514,362 12,444 786,128 58,779 10,680 761,927 27,591 1,218 12,444 4,506 1,276,388 3,677 27,591 23,681 44,407 23,124 633,459 46,955 15,290 212,972 252,227 14,648 19,035 6,282,245
5,617,672 千円 12,916,072

千円
5,087,659 千円
5,087,659 千円

【修繕計画】 ↓ここに「データシート」の『全体合計』行を『値』として貼り付け

修繕計画によって得られた計画期間の対策費用額

修繕計画によって得られた計画期間の対策費用額

修繕計画によって得られた計画期間の対策費用額

修繕計画によって得られた計画期間の対策費用額

修繕計画によって得られた計画期間の対策費用額

修繕計画によって得られた計画期間の対策費用額

修繕計画によって得られた計画期間の対策費用額

：建替
  修繕計画によって得られた計画期間の建替対策費用額 計 ：大規模改修
  修繕計画によって得られた計画期間の改修対策費用額 計
  修繕計画によって得られた計画期間の費用額 合計

個別施設計画更新費用集計範囲


